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自己紹介

尾﨑 康隆 （おざき やすたか）

・土佐町企画推進課 SDGs推進室 室長（2021〜）

・慶應義塾大学 政策・メディア研究科
後期博士課程 在学中（2022〜）

・民間企業、県職員を経て2019年〜土佐町職員





水で活きる





■町面積：212.13km2

■高知市の北、四国の中央部に位置する山間の町

■四国の水瓶「早明浦ダム」がある水源地

■人口：約3,750人（2021国勢調査）→2040年推計：約2,329人

■高齢化率：約47%

■合計特殊出生率：1.61（2013-2017）

■有配偶率：54％、有配偶出生率：102.9（2015）

■基幹産業は第１次産業：

棚田（稲作・酒米）

土佐あか牛の国内最大生産地

林業（森林率86%、うち人工林率82％）

■産業別付加価値額では「医療・福祉」が４割占める

■SDGs未来都市（2020年度〜）

「SDGsと住民幸福度に基づく“誰ひとり取り残されない”持続可能なまちづくり」

立
地

人
口
等

産
業



土佐町は水の町





2020年度SDGs未来都市選定

高知県唯一の
SDG未来都市
（2023.2時点）



SDGsと住民幸福度に基づく
“誰ひとり取り残されない“
持続可能なまちづくり
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町 ⻑

■SDGs推進室を設置し、庁内横串での推進体制とする。

■各課職員に兼任辞令を発令。各課施策との調整を実施。

住民

土佐町SDGs推進会議

■第７次土佐町振興計画（土佐町版SDGs）
の達成状況の把握及び評価を行う。
■4半期ごとに開催し、上記を踏まえた計画

の推進や見直しを協議。25名。

土佐町3713人カイギ仮

■SDGs推進係と連携しながら、住民側
での事業推進

■月イチペースでWSや講演会など開催

庁議 SDGs推進について随時共有

議
会
事
務
局

企
画
推
進
課

SDGs推進室

SDGs推進室長

土佐町組織体制



土佐町SDGs推進室 ｜ 12

活動方針 ｜ 目指す姿・ミッション

目指す姿

永遠の水源地
Origin ×【3,608】× X ＝Sustainable

ミッション

SDGsと住民幸福度に基づく“誰ひとり取り残されない”
持続可能なまちづくり

・誰ひとり取り残さないための自治体のガバナンス

・持続可能な開発のための施策推進、パートナーシップ

水源に生きる【3,638】人、ひとりひとりの個性を最大化することが、まちの持続可能性となる。
土佐町に暮らす全ての人について、それぞれの立場や個性が尊重されることが、持続可能な土佐町の実現につながるような、そんな町を目指す。

・“持続可能性の国際標準規格”としてのSDGsを「町の現在位置」を知るためのモノサシとしながら、土佐町の地域課題の解決に取り組む。
・ 町の“全ての人”の声がまちづくりに反映され、希望する全ての人がまちづくりに関わることができるための仕組みづくりに取り組む。

・「将来世代の求めるものを損なうことなく、現役世代の求めるものを満たす」ことを念頭に置く。
・ それを実現する上で、地域内・地域外それぞれとの協力関係を強化する。また自地域の発展が他地域の発展にも繋がるよう取り組む。



土佐町SDGs推進室 ｜ 13

活動方針 ｜ 取組指針

取組指針

まもる
町民の暮らしをまもる
これまで大切にしてきた暮らしの価値をまもる
土佐町の自然環境をまもる

つくる

つなげる

今ある課題や将来予想される課題を解決できる仕組みをつくる
世界の中で、これからも土佐町が持続可能であるための仕組みをつくる
次世代が土佐町で暮らしていくことができるための仕組みをつくる

世代をつなげる
人と人をつなげる
地域の内と外をつなげる
土佐町のこれまでとこれからをつなげる



土佐町SDGs推進室 ｜ 14

活動方針 ｜ 取組の柱

取組の３つの柱
“目指す姿”の実現に向けて、まずは下記に掲げる柱に重点的に取り組みます。

３つの柱

1

2

3

誰ひとり取り残されないまちづくり

環境・経済・社会のバランスが取れた施策推進

パートナーシップを通じた持続可能な開発

No one will be left behind

balanced integration of the social, economic and environmental

Multi-stakeholder partnerships to archive the sustainable development

第７次
土佐町振興計画

SDGs
未来都市計画





下川町は、町とSDGsを考える上で、
とても大きな道標でした。



2019-2020

2021-2022

第７次土佐町振興計画（総合計画）

SDGs推進室 設置

20.7  SDGs未来都市計画

19.5  住民幸福度調査

取組が本格的にスタート

広域連携SDGsモデル事業

計画策定

実行
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誰ひとり取り残されない
No one will be left behind

改めて、SDGsを取り入れるとは

経済・社会・環境の統合、循環
Interlinkage

つながり、連携（背景としての分断）
Pertnerships

バックキャスティング、インディケーター
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総合計画の策定プロセス

• 全体で丸２年かかりの計画策定

• 町民幸福度調査（層化無作為抽出）

• 職員に対し、クラウドファンディング、新規事業開発、ファシリテーションの

研修を実施

• 18歳以上住民1,000名へのアンケート（無作為抽出）

• 40代以下の町民を対象とした「未来ミーティング」で計画骨子を策定

• 骨子をベースに町内各地域でワークショップ（約30回）

• 「2030年の土佐町のありたい姿」を描きながら、それが「誰ひとり取り残
されない」計画として体現されることを目指した。



本編 28ページ 副本 143ページ



SDGs
これからも地球で
暮らしていくための
17個の⽬標

土佐町版SDGs
これからも土佐町で
暮らしていくための
10個の目標



持続可能な⾏財政





ゴール ターゲット インディケーター



10 ゴール

45 ターゲット

149 インディケーター





1-1 2030年までに、保育・小学校・中学校・高等学校・高等専門教育等の
各世代において、本人の「ありたい姿」の実現に繋がる質の高い教育
を受けることができ、希望する進路を選択できるようにする。

1-2 2030年までに、地域特性や自然環境等を活かした、土佐町ならで
は、土佐町だからできる教育が提供できるようにする。

1-3 2030年までに、社会及び自然環境の変動や、技術革新の進展等、
世界が直面する様々な変化の中でも活躍できる人財へと育てること
ができる教育が提供できるようにする。

1-4 2030年までに、土佐町で暮らす全ての人が、新たな知識を習得し
たり今ある知識を深めるため、生涯学び続けることができるようにす
る。

1-5 2030年までに、仕事との両立や親自身の学び、地域における支え
合いなど、土佐町で安心して子育てをできるようにする。



・自己の希望に沿った進路選択
・小中学校において、専科教員が配置されていない教科の数
・土佐町からの嶺北高校進学者
・嶺北高校の１学年の生徒数
・保・小・中・高の中で連携している取組の数
・全国学力・学習状況調査（中3-3教科、小6-2教科）において、全国平均
を上回った教科の数
・地域資源を活用した体験学習実施回数
・教員のICT活用指導力の状況に関する調査において、「できる」と回答し
た教員の割合
・こどもたちのサードプレイス設置箇所数
・不登校児童生徒等、教育を受けられない子どもの数
・待機児童数
・病児・病後児保育の可能な施設の数
・要保護児童対策地域協議会設置数



10年間そのままで
変わらない計画は無い

指標の進捗を毎⽉更新し公表

モニタリングを繰り返し
4半期ごとに検証・⾒直し



ゴール ターゲット インディケーター



毎月更新して
町webにアップ
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土佐町SDGs推進会議

• 町の各分野の「次世代のリーダー」２５人で構成
（年齢構成や性別も考慮）

• 年4回開催し、土佐町SDGsのモニタリングや計画の見直し
等について議論を行う。

• 会議の際は託児等対応。Zoom及びYouTubeで配信。

• 直近では部会（まもる部会、つくる部会、つなぐ部会）を設置
し、来年度予算に住民意見を反映させる検討
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株式会社Liquitousと連携し、オンラインの参加型合意形成プラットフォーム「Liqlid」の実証

Liquitous.inc

“若者世代”の考えを可視化
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土佐町SDGs未来都市計画

「持続可能な水源のまち土佐町 」
~人々の豊かな営みが「世界」を潤す水を育む~ 
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土佐町は水源のまちである

・水源は地域の生業（一時産業）により守られる
・過疎高齢化や人口減少により、水源の維持（≒
地域の暮らしの維持）が困難になる

未来都市計画を推進することで
持続可能な「水源のまち」を目指す

土佐町SDGs未来都市計画の理念

環境

経済

社会
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水源の保全及び涵養の実態や、それから生じる経済的・社会的価値を定量的かつ具体的に把握する。

水源の実態の把握

従来は、地域の生業（林業や棚田での稲作）を
通じて、自然と水源の保全が行われ、
水源涵養が実現されてきた

高齢化及び人口減少が本格化するこれから
の時代には、より意識的かつ効果的な水源
保全のあり方へシフトしていくことが必要

水源のあり様や、そこから生じる産業連関、
社会インパクトを可能な限り定量的かつ
明確に把握することに取り組む

水源のあり様の把握

表流水、地下水等の水源のあり様を
把握し、より効果的な水源保全や涵
養へと繋げる。
→水循環モデルの作成

産業連関の把握

水源を保全する生業から繋がる
産業連関を把握し、地域の経済
循環を構築する。
→産業連関表の作成

社会インパクトの把握

水源を保全することから生じる
社会的な価値や効果を把握し、
水源を保つ意義を明確化する。
→社会インパクト評価の実施

ソーシャル
インパクト
ボンド型の
資金スキー
ムの構築

水源保全や
涵養の価値
を明確化し
“資源”を水
源地に還流
させる。

水源の実態の把握
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水源の実態の定量的評価

水循環解析 産業連関表

水循環解析基礎調査から抜粋 土佐町産業連関分析から抜粋

■山林と水源涵養の関係性を定量的に把握するため、「水循
環解析調査」を実施。気象、地形、土地利用・被覆、地質、ダム
関連データ、河川流量等をコンピューター上で統合し、早明浦
ダム・吉野川水系の３D水循環モデルを構築。山林整備など
水源涵養に資すると考えられる取り組みの効果をシミュレー
ションすることができるようにした。

■解析初年度は山林荒廃シナリオ、山林整備シナリオ、棚田
放棄シナリオ、太陽光パネル整備シナリオ等を作成。今後、
様々な統計データ等と統合したデータプラットフォームの構
築を予定している。

■左図にも示すように水源の保全・涵養と山林の整備の関連
は強い。一方で、山林の整備を促進するために林業それ自体
を振興することは短期的にはハードルが高い。

■このため、水源の保全・涵養に効果が高い産業と、その産
業に付加価値を高める産業や、生産誘発効果を高め地域経
済循環に繋がる産業を把握するため、土佐町産業連関表を
作成。「木材関連産業」の生産誘発効果が高いといった結果
が出ている。

■今後は、連関表を拡張し、水の多面的価値の把握にも取り
組むことを予定している。



2021年度の成果・到達点

45

フィジカル空間
水循環に
関連する
データの
一元管理
に向けて

サイバー空間
水循環の
実態把握
・数値化
・可視化
に向けて

＝ゴール達成に向けた土台構築！

土佐町水循環関連データの集約

気象

⼟地利⽤
⼟地被覆 地形 ⼟壌

地質

⽔利⽤構造部
観 測

降水量 土地利用・土地被覆

地質 地すべり分布

土佐町水循環モデルの整備

コンピュータの
中にもう1つの
土佐町を
創り上げる！ 常緑針葉樹

落葉広葉樹

常緑広葉樹

竹林

草地

水田

畑地

都市

裸地

ソーラーパネル

水域

落葉針葉樹

常緑針葉樹
74.9%

落葉広葉樹
21.8%

常緑広葉樹
1.1%

竹林
1.0%

草地
0.5% 水田

0.3%

浸透量

水の流動経路

湧出量

土地利用別の浸透量



過去から現在、そして未来の
水循環の実態を捉えていくために

46

過去

測定データは

少ない

未来

測定データは

存在しない

①これまでに蓄積されたデータに

基づいてコンピュータによる

流域水循環シミュレーションに
よって、できる限り正確に

現実の現象を再現する

②実態が正確に

分かれば、過去が
浮かび上ってくる

③現在が分かれば、

意思決定＝対策の

効果が予測
できる

気候変動などに伴う外的要因の変化

現在

測定されたデータが存在する
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地圏環境テクノロジー

地形、地質、気象、河川流量、

土地利用等のデータを統合、

コンピューター上で再現



山林が荒廃すると水は非常に不安定に



山林整備は水にプラス
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水循環解析 産業連関表

水循環解析基礎調査から抜粋 土佐町産業連関分析から抜粋

■山林と水源涵養の関係性を定量的に把握するため、「水循
環解析調査」を実施。気象、地形、土地利用・被覆、地質、ダム
関連データ、河川流量等をコンピューター上で統合し、早明浦
ダム・吉野川水系の３D水循環モデルを構築。山林整備など
水源涵養に資すると考えられる取り組みの効果をシミュレー
ションすることができるようにした。

■解析初年度は山林荒廃シナリオ、山林整備シナリオ、棚田
放棄シナリオ、太陽光パネル整備シナリオ等を作成。今後、
様々な統計データ等と統合したデータプラットフォームの構
築を予定している。

■左図にも示すように水源の保全・涵養と山林の整備の関連
は強い。一方で、山林の整備を促進するために林業それ自体
を振興することは短期的にはハードルが高い。

■このため、水源の保全・涵養に効果が高い産業と、その産
業に付加価値を高める産業や、生産誘発効果を高め地域経
済循環に繋がる産業を把握するため、土佐町産業連関表を
作成。「木材関連産業」の生産誘発効果が高いといった結果
が出ている。

■今後は、連関表を拡張し、水の多面的価値の把握にも取り
組むことを予定している。

水源の実態の定量的評価



「環境」を、それ自体として維持するとCOST

「環境」が、「経済」を通じて維持されると、
地域にとってのBENEFIT/PROFITとなる可能性

それを可能とするSYSTEMは整いつつある



×環境価値
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高知大学 松本明准教授

産業連関表の拡張



高知大学 松本明准教授
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流域連携を通じた持続可能な
水源の保全・涵養を実現する中間支援組織
「グリーンアクセラレーター」構築事業

代表都市 高知県土佐町

連携都市 香川県高松市

高知県本山町

56
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モデル事業の背景：地域間の繋がり

早明浦ダム

水源域の衰退が、

利水域の持続可能性を
毀損する

lose – loseな状態

水源と利水の協働が、

双方の持続可能性を
高めあう

win – winな状態

早明浦ダム（水資源機構）https://www.water.go.jp/yoshino/ikeda/sameura/dam_mokuteki3.html
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概要図

■利水域と水源域の連携のもと、下記の同時
実現を目指す。
①水源の保全・涵養
②山林の活用、関連産業の創出
③地域脱炭素

■これを実現するための中間支援組織として
「グリーンアクセラレーター（仮称）」の構築を
目指す。当該組織は「水源の保全・涵養に資す
る林業及び山林関連産業の振興」に向けた取
組を実施することとし、その機能として下記
を想定している。
①事業の創出・育成（人材確保含む）
②上記に向けた資金提供（投資等）

■グリーンアクセラレーターを構築するため
の仕組みとしてPFS（ペイフォーサクセス）、特
にSIB（ソーシャルインパクトボンド）のスキー
ムを用いることとし、成果連動型事業として
実施する。

■長期的な視点として、山林の持つ多面的機
能を「価値化」し、水源地域の暮らしの
持続可能性を高めることを目指す。
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・生産誘発効果の高い「木材関連産業」を振興することで
「林業」をはじめとする基幹産業の活性化に繋がる

・林業が活性化し、山林が適切に整備されることで、
水源の保全及び涵養、水の安定化に繋がる

▶若い世代の担い手の確保（UIターン）

・水の安定は、土佐町や嶺北地域はもとより
利水地域の生活や産業の安定に寄与している 利水域から

資金や人材を
集める

水源域・利水域のパートナーシップ
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モデル事業の概要

■利水域と水源域の連携のもと、下記の同時
実現を目指す。
①水源の保全・涵養
②山林の活用、関連産業の創出
③地域脱炭素

■これを実現するための中間支援組織として
「グリーンアクセラレーター（仮称）」の構築を
目指す。当該組織は「水源の保全・涵養に資す
る林業及び山林関連産業の振興」に向けた取
組を実施することとし、その機能として下記
を想定している。
①事業の創出・育成（人材確保含む）
②上記に向けた資金提供（投資等）

■グリーンアクセラレーターを構築するため
の仕組みとしてPFS（ペイフォーサクセス）、特
にSIB（ソーシャルインパクトボンド）のスキー
ムを用いることとし、成果連動型事業として
実施する。

■長期的な視点として、山林の持つ多面的機
能を「価値化」し、水源地域の暮らしの
持続可能性を高めることを目指す。
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実施体制

■モデル事業は「水源」を介してステークホル
ダーの関係にある水源域と利水域が広域連
携して取り組む。

■水源域においては、水源の保全・涵養に資
すると考えられる林業や木材関連産業の振興
に取り組む。このためには、若い世代の担い
手の確保や、彼らがそうした産業に安定的に
従事するための成長性のある産業創出が必
要となっている。当初は土佐町及び本山町の
協働で取り組み、今後「嶺北地域」への拡大を
想定している。

■利水域には、人口や産業が集積している。
一方で、気候変動に伴い干ばつと極地的豪雨
の増加が予想されており、利水域が持続可能
であるためには、現時点から水源の保全・涵
養に向けて取り組む必要がある。さらに、水
源の保全・涵養に向けて取り組むことは、水
源域とのカーボンオフセットにも繋がる。

■取組を推進するため「流域連携協議会
（仮）」の設置を想定している。これを通じて、
「流域」で水源を保全・涵養を実現するモデル
への転換を目指す。
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モデル事業の概要

■利水域と水源域の連携のもと、下記の同時
実現を目指す。
①水源の保全・涵養
②山林の活用、関連産業の創出
③地域脱炭素

■これを実現するための中間支援組織として
「グリーンアクセラレーター（仮称）」の構築を
目指す。当該組織は「水源の保全・涵養に資す
る林業及び山林関連産業の振興」に向けた取
組を実施することとし、その機能として下記
を想定している。
①事業の創出・育成（人材確保含む）
②上記に向けた資金提供（投資等）

■グリーンアクセラレーターを構築するため
の仕組みとしてPFS（ペイフォーサクセス）、特
にSIB（ソーシャルインパクトボンド）のスキー
ムを用いることとし、成果連動型事業として
実施する。

■長期的な視点として、山林の持つ多面的機
能を「価値化」し、水源地域の暮らしの
持続可能性を高めることを目指す。
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成果連動型の仕組みとすることで、

・費用対効果（B/C）の担保

・成果創出に対する
インセンティブ設定

引用：社会変革推進財団

ソーシャルインパクトボンド
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モデル事業の概要

■利水域と水源域の連携のもと、下記の同時
実現を目指す。
①水源の保全・涵養
②山林の活用、関連産業の創出
③地域脱炭素

■これを実現するための中間支援組織として
「グリーンアクセラレーター（仮称）」の構築を
目指す。当該組織は「水源の保全・涵養に資す
る林業及び山林関連産業の振興」に向けた取
組を実施することとし、その機能として下記
を想定している。
①事業の創出・育成（人材確保含む）
②上記に向けた資金提供（投資等）

■グリーンアクセラレーターを構築するため
の仕組みとしてPFS（ペイフォーサクセス）、特
にSIB（ソーシャルインパクトボンド）のスキー
ムを用いることとし、成果連動型事業として
実施する。

■長期的な視点として、山林の持つ多面的機
能を「価値化」し、水源地域の暮らしの
持続可能性を高めることを目指す。
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• 水源域と利水域が「中間支援組織」を構築

• 水の安定確保、持続可能な山林経営（＋地域脱炭素）、
住み続けられるまちづくりを同時実現

• 稼ぐ地域（≒利水域）から、その環境を守る地域（≒水源域）へ
資金を還流させる成果連動型モデル（PFS・SIB）

• ロジックモデルの整備（化学的根拠づけ・計測可能性）

• 中間支援組織の機能設計
→水源涵養や生物多様性維持も踏まえた森林経営管理
＋木材関連産業の振興（起業）＋木材商社的機能

グリーンアクセラレーター
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【ゴール】
流域連携（自治体連携・官民連携）による持
続可能な水源の保全及び涵養の実現

持続可能な水源の保全・涵養が実現するこ
とにより、利水域、水源域それぞれにおい
て持続可能な暮らしが実現する。

【ゴール】
①水源の保全及び涵養に寄与するかたち
での林業の担い手の確保
②木材の付加価値を高める関連産業の創
出及び担い手の確保

水源が保全・涵養されるためには、「山が動
く」ことが必要。そして、山が動くためには、
そこで若い世代が働くことができることが
必要となる。

【ゴール】
①利水域の「住み続けられるまちづくり」に
向けた安定的な水の供給の確保
②水源域において若者世代が地域に定着
するための第３次産業等の振興

利水域の暮らしや産業が持続可能であるに
は、水の安定確保が必要。一方、山林関連産
業に担い手を確保するためには、多様な人
が暮らせる町としていくことが必要

【ゴール】
利水域、水源域が連携した地域脱炭素の
実現

気候変動に伴い干ばつと局地的豪雨の増
加が見込まれることから、水の安定確保に
は地域脱炭素に向けた取り組みが必要。
山林が更新されることにより、杉林の炭素
吸収量が回復する。また、木材関連産業の
の在り方として、NbS（Nature besed
Solutions）の推進が見込まれる。

モデル事業の効果：目指すゴール
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2019-2020

2021-2022

第７次土佐町振興計画（総合計画）

SDGs推進室 設置

20.7  SDGs未来都市計画

19.5  住民幸福度調査

取組が本格的にスタート

広域連携SDGsモデル事業

計画策定

実行



自分たちが進めていることが
「誰かを取り残していた」んだな。



世の中（地球、世界、日本、地域）には
たくさんの「良さ」がある。

すれ違う「良くしたい」を
“全体”の「良くなっている」に変換する
仕組みがSDGs

下川町は、それを本質的に理解して、
まちづくりしているように思えました。



おれは世界中のみんなを愛してる。
ほんとうだ、神様に誓ってもいい。
おれはみんなを愛してる、
おまえたちみんなを!

『世界の中心で愛を叫んだけもの』 ハーラン・エリスン



Thank you !


